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『 ともに生きる 』 ～ 「共生の心」を育む２学期に ～ 

                                   校長 井上 成子 

この夏は、地震や豪雨災害などが相次ぎ、こうして８月２５日に無事に集い、始業式を迎えられたこと

は、決して当たり前ではなく有難いことだと感じます。また、本校は１年生から３年間、総合的な学習の

時間で「防災・減災学習」を行っていますので、生徒の皆さんには、他人ごとではなく、被災地に関する

ニュースに心を寄せてほしいと願っています。 

さて、この夏、私は「ともに生きる（共生）」ということについて、３つの視点から思いを巡らせました。 

一つめは「平和」です。戦後８１年を迎えた今も、世界では紛争が絶えません。自分とは異なる考えや

立場を持つ他者を排除せず、平和を尊ぶ学びを止めない大切さを強く感じています。 

二つめは「支え合う力」です。被災地に思いを巡らせるとともに、今夏の甲子園で全力プレーを見せ

た熊本県代表・有明高校の活躍が心に残りました。被災地で応援してくれる人々のために全力を尽く

す姿は、周囲の人々に大きな活力を与えてくれました。 

三つめは、事件発生から１０年を迎えた「津久井やまゆり園」のことです。始業式で尋ねたところ、多く

の生徒がこの事件を知らないと答えました。完璧な人間など一人もいません。違いを認め合い、助け

合って生きることが何より大切です。相模原の地で生活する者として、「ともに生きる」心を考え続けな

ければならないと決意を新たにしました。 

この「ともに生きる力」を大きく伸ばす絶好の場が、第 52 回紫陽祭（学校祭）であると考えます。３年

生が手本となり、全校が一つになって、違いを認め合い、他者への思いやりや協力すること、仲間のた

めに全力で取り組む姿勢など、行事を通して成長できることでしょう。そして、学校祭後には、日頃の授

業や生活に「ともに生きる力」を生かして、充実した２学期とできるよう、期待しています。 

保護者の皆様、地域の皆様には、１２月２４日までの長い２学期となりますが、引き続き本校の教育

活動へのご理解とご協力をいただきながら、子どもたちの成長を温かく見守り、時には励まし支えてい

ただけますようお願いいたします。 

 

２学期始業式 代表生徒の話 

 

【左から １年生・２年生・３年生の代表生徒の皆さん 】 

１年生は、ボーイスカウトの大会に参加した

経験から、「平和」への思いや「挑戦」する力と

仲間と協力する力を学び、それを学校祭に

生かしたいと、胸を張って語りました。 

２年生は、「学年が頑張るべきことと継続し

ていくこと」など、学年への思いと、自分の目

標、そして将来の夢の実現に向け努力を積

み重ねていく決意を堂々と語りました。 

３年生は、部活動への思いや、勉強から逃

げないで進路に向き合う決意など、原稿を見

ずに全校生徒を見つめながら自分の思いを

自分の言葉で語る姿が立派でした。 

 



   

 

９月の主な予定  

 

   

                  

  

 

 

９/ １(火）  給食再開  

        紫陽祭拡大実行委員会 

        生徒会本部役員立候補受付開始  

９/ ２(水） 専門委員会 

９/ ３(木） 合唱ブロック交流会 

        学習会 

９/ ４(金） 学習診断テスト（全学年） 

９/ ８(火） 中央委員会 

９/ ９(水） 生徒会本部役員立候補〆切 

９/１０(木） 合唱ブロック交流会 学習会 

９/１１(金） 学年合唱リハーサル 

９/１５(火） 文化部門前日OT 

９/１６(水） 第５２回紫陽祭文化部門 

９/１７(木） 学習会 

９/２１(月） 敬老の日 

９/２２(火） 国民の休日 

９/２３(水） 秋分の日 

９/２４(木） 第４回 単元テスト 

本校 HP

もごらんく

ださい 

 

R8年度 全国学力・学習状況調査の結果から 

生活目標； 紫陽祭と学習を両立させよう！ 

３年生が４月に実施した調査結果について、本校の成果と課題をまとめております。結果については、３学年

保護者の方に、お子さんの結果を後日お渡しします。また、今後の教育活動や指導の改善に生かすために結果

を活用してまいります。概要は次の通りです。 

【全体を通して】  

○ 国語と英語は、県・全国と同程度、または上回る結果でした。特に英語は授業での言語活動に成果が 

見られます。 

   ● 数学は、基礎的な内容の定着と、図・表・式・言葉などを使って考えを説明する力を育てることが課題 

です。 

 【生徒質問調査より】 

   ○ 「先生は自分のよいところを認めてくれている」と回答した生徒は９３%。肯定的な関わり 

が生徒に伝わっています。 

   ○ ICTを使った文章作成、情報整理、プレゼンテーション作成などに自信を持つ生徒が 

多く見られます。 

   ● 就寝・起床時間など、規則正しい生活リズムや、家庭学習の習慣化に課題が見られました。 

   ●「自分にはよいところがある」と感じることや、将来の夢や目標をもつことに課題がありました。 

現在、各学級・学年、部活動で、よりよい合唱・演奏にするため練

習に取り組んでいます。 

おしらせは、８月２８日付でスクリレにて配信済みです。保護者の

皆様はご確認ください。 

★ お願い ★          

○ 参観および公開は本校在籍生徒のご家族の方のみです。 

○ 保護者用ネームホルダーを必ずご着用ください。 

 

第５２回 紫陽祭文化部門  ９月１６日（水） 相模原市民会館にて 

★ 時 間 ★  

生徒：会場集合完了 １０時５０分 
 
保護者受付      １０時３０分～ 
 
開会式         １１時００分～ 
 
閉会式         １４時３０分～ 
 ※ 係生徒の集合解散時刻は別になり 

ます 

 

 


